
　
窪
川
、
拳
の
川
間
の
バ
イ
パ
ス

と
中
角
イ
ン
タ
ー
事
業
は
進
ん
で

い
る
か
。
ま
た
、
中
角
イ
ン
タ
ー

予
定
地
の
地
権
者
は
、
移
転
の
時

期
や
条
件
が
不
明
確
で
心
配
と
不

安
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

　
現
段
階
で
の
課
題
は
、
本
事
業

の
よ
う
に
新
規
事
業
凍
結
の
解
消

に
就
任
来
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
の
で
段
取
り
を
し

て
い
る
。
町
長
、
担
当
と
も
に
提

示
で
き
る
材
料
を
整
え
て
地
域
に

入
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
沿
岸
漁
業
の
水
揚
げ
が
落
ち
て

い
る
。
漁
業
者
の
代
表
も
魚
付
け

漁
礁
と
エ
ビ
漁
礁
の
設
置
に
よ
る

活
路
を
訴
え
て
い
る
。
今
年
か
ら
灘
、

白
浜
、佐
賀
、鈴
へ
投
石
を
行
い
水

揚
げ
倍
増
に
取
り
組
め
な
い
か
。

　
大
方
の
黒
砂
糖
は
特
産
品
だ
が

新
品
種
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
導
入
の

考
え
は
な
い
か
。

　
去
年
は
経
済
対
策
と
し
て
、
エ

ビ
漁
礁
を
実
施
し
た
。
漁
業
の
活

性
化
の
た
め
、
漁
礁
が
必
要
な
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
県
と

協
議
を
し
て
進
め
た
い
。

　
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
新
品
種
に
よ
っ

て
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
と
白
砂

糖
の
生
産
を
維
持
し
て
い
る
。
し

か
し
、
町
の
面
積
で
は
耕
作
は
無

理
と
考
え
て
い
る
。

　
南
海
地
震
の
津
波
対
策
で
、
佐

賀
は
旧
魚
市
場
前
の
ケ
ー
ソ
ン
の

沈
下
で
、
明
神
、
浜
町
、
会
所
、

横
浜
の
港
周
辺
と
、
川
沿
い
が
津

波
直
撃
の
危
険
が
あ
る
。

漁
業
集
落
排
水
事
業
と
過
疎
法
で

道
沿
い
に
防
護
壁
設
置
、
調
査
の

考
え
は
な
い
か
。

　
防
波
堤
の
整
備
に
は
膨
大
な
予

算
が
必
要
と
な
り
現
実
性
が
低
い
。

地
域
と
協
議
し
て
津
波
避
難
計
画

を
作
り
、
逃
げ
る
津
波
対
策
の
重

要
性
を
住
民
に
周
知
し
て
い
る
。

県
や
関
係
者
と
連
携
し
て
、
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
し

て
い
る
。

拳
の
川
バ
イ
パ
ス
と
中
角
工
事
の
進
捗
は

説
明
会
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
／
町
長

高規格道路

西村　策雄　議員
にし むら さく お

問

問

答大
西 

町
長

武
政 

建
設
課
長
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口 

海
洋
農
林
課
長

答大
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地
域
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民
課
長

松
田 

農
業
振
興
課
長

問

産
業
振
興

農業、水産業への
　　　　　取り組みは

県と協議し進めたい
　　　　／海洋森林課長

地
震
津
波
対
策

国の制度活用による
　　　　　地震・津波対策を

津波対策はまず逃げること
　　　　　　　　／地域住民課長
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来年完成予定をめざす白石団地工事


